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かさい地域づくりミーティング 2016 秋 質問等一覧 

市内 10 小学校区で開催したタウンミーティングで、来年度の予算編成に向け、市政に対するご要望を中心にお伺いしました。 

会場でお聴きしたご提案とご意見をお知らせいたします。 

 

校区名 開催日 開催場所 

賀茂 11月 11日（金） 賀茂会館 

 

要望 担当部署 回答 

【防犯灯の設置要望について】 

・善防中学通学路の防犯灯設置要望について、「要望書を提

出してほしい」ということで出した。東剣阪から福住東の農

免道路。暗くて怖い。１０カ所に設置してほしいが、電柱が

ないと立てられない。「電柱は地元で立ててください」との

ことだったが、市で施工して頂きたい。 

・３本の電柱を立てる必要がある。 

 

総務部  要望書は提出して頂きました。１０基の内７基は電柱に設置で

きます。まずはここを優先し、今年度中に設置していきたい。 

 

・鉄のポールが必要となるかもしれません。間隔が長いと線の重

さが掛かることが予想されます。安価な工事費ではないが、全体

事業として検討していきたい。 

【災害時の対応について】 

・地震時の対応について、山崎断層が怖い。賀茂地区では３，

３００人が避難しなければならない。賀茂小学校、善防中学

校、善防公民館の３カ所で、９６０人が避難できると市のホ

ームページにある。どれだけの対応ができるのか？食料、日

用品は自分の家に確保するのか。市での準備はどうか？避難

所の見直しは？賀茂会館や旧のＪＡ賀茂会館等、新しい避難

総務部 ・地震だけでなく風水害もあり、熊本級の災害の可能性もありま

す。100％の対応は難しく、全て収容できるような対応は財政的に

も難しい。身近にある各町の公民館の利用も想定して、臨機応変

に対応して頂きたい。 

 

・何千人分もの備蓄は不可能です。イオンやコープと協働し流通

備蓄を行うことで協定を結んでいます。市が全てに対応すること
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所の確保が必要ではないか？日用品や食料の確保は？ 

 

 

はできず、県の方針でもあるように、広域的に協力体制をとるこ

とで対応していきたい。また、自助共助も大切であり、地元の協

力も頂きたい。 

【防犯灯の設置要望について】 

・防犯灯について、何年か前は「要望書を提出して下さい」

とは言わなかった。設置する必要がある箇所については設置

して頂きたい。善防中学校に向かって厄神さんの道路には防

犯灯が付いている。ＬＥＤに替わっている。が、通学路が変

わった。子供が使わないところに防犯灯が付いている。ＬＥ

Ｄの設置には礼を言ったが、４年前にＬＥＤに替わるときに

は地元に言ってくれなかった。善防中学校から下里までの道

路には、反対車線に防犯灯が付いている。子供たちの通学と

逆の位置だ。見直して頂きたい。東剣阪から福住までの通学

路には防犯灯が必要だ。５万人都市の再生について、キツイ

とは思うが、目標を高くもつことは大切だ。応援していきた

い。 

・書類の提出は必要なのか？ 

・撤去してほしいとは言っていない。 

総務部 

 

・防犯灯は設置していきたい。電柱を設置する必要があるが、で

きる範囲で対応していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地図も添付し、提出して頂きたい。また、通学路の見直しに対

応し既存の防犯灯を除いて（付け替えして）対応すればよかった

のかもしれないと考えている。 

 

【給食費の負担減について】 

・前から質問しているが、子育て支援に問題があると思って

いる。給食費について。月に４千円と聞いた。子供２人で月

８千円。西長町では２ケ月に１回の集金だから１万６千円に

教育委員会 

 

 

 

・小学校は２４０円、中学校は２７０円、月４千円ぐらいになり

ます。市の補助は特にありませんが、人件費・光熱費などは市負

担です。受益者負担の考え方でお願いします。２ケ月か１ケ月か

の集金については、各町の判断でお願いします。無料化はなかな
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なる。大きな負担。なんとかならないのか？市の補助はない

のか？無料化とかは？ 

 

・市が１/３とか１/２とかを補助するようなことは？ 

 

 

 

・下里で若い人が多く遊んでいる。住みやすい街づくり。給

食の課題も医療の無料化も。人口増に関わってくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと創造部 

か困難な状況です。 

 

 

・新給食センターも開設し、今後、一元管理していくことで、価

格は抑えることができるかもしれませんが、必要な経費として理

解していただきたく思います。 

 

・課題としては認識しています。医療の無料化や子育て支援を積

極的に実施していますが、給食の完全無料化はまだできていませ

ん。必要な経費として市民の方々に理解して頂ける範囲だと考え

ます。 

【播磨横田駅南の交差点の危険性について】 

・播磨横田駅の南の交差点について、踏切の真横であるため

非常に危ない。信号の設置や一旦停止にできないか？北条か

ら鎮岩に行く通行が見にくい。事故が起きるかもしれない。 

 

 

 

 

 

・田原駅とは状況が違う。播磨横田駅には美術館がある。カ

ーブミラーはあるのか。 

 

都市整備部 ・踏切が隣接しているため危険な交差点であることは認識してい

ます。田原駅の西側の交差点もよく似た状況です。加西警察とも

協議しましたが一旦停止の位置が交差点内になり、非常に危険で

信号機の新設も困難な状況です。交差点付近には、「交差点あり」

や「減速ライン」等、危険を喚起する対策は十分に行っています

が、踏切の真横に交差点があるため安全対策は非常に難しい状況

です。また、現場を確認しながら対策を検討していきたいと考え

ています。 

 

カーブミラーは設置しています。 

 



4 

 

【有害鳥獣対策について】 

・人口増は見えてこないが、有害鳥獣が課題。熊が出た。人

的被害も心配だ。身近な問題だ。予算もあるだろうが。北部

の状況は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・８から９月に１００頭捕獲の案内があったが、捕獲された

のは１５から１６頭。なかなか捕獲は難しい。増える頭数の

方が多い。 

 

地域振興部 ・市北部（多可町との境）でも熊の目撃情報がありました。現場

を見たが足跡とかは確認できなかった。兵庫県では生息は大半が

県北部で約 900頭生息していると見積もっています。熊は保護対

象動物であり基本的には捕獲してはいけないが、今年の猟期から

800 頭に減少するまで捕獲できる方針になりました。11 月 15 日

から猟期に入るが、県下全域で 100頭まで狩猟可能となりました。

大柳町も農作物被害が多いと聞いているが防護柵はなかなか効果

がでていません。来年度から防護柵の予算を減らし捕獲の予算を

増額し、頭数を減らす方針に変えていきたいと考えており、国・

県もその方針です。 

農家の方もヒコバエの放置や残渣は餌付けとなるため注意をお

願いしたい。有害鳥獣の生態を共有するため研修を実施していき

たい。２月の第１土曜に農会長会があり、その後に研修を企画し

ます。農会長だけでなく一般の方も参加して頂きます。区長を通

じてお知らせをして頂きたい。 

⇒ 平成 29年度より捕獲予算の増額を実施しました。 

・猟友会も高齢化や会員の減の課題があります。免許取得時の補

助も検討します。 

⇒ 平成 29年度より予算化しました。 

 

・この前の熊は朝早く出た。警察から連絡があったが、その

後の情報が伝わってこなかった。「熊らしい」ではなく、熊

であることは間違いない。その情報は伝わっていないのか。

もっと真剣に取り組んで頂きたい。今、ダム（古法華自然公

地域振興部 ・警察から通報がありました。現地確認をし、学校や近隣区長に

（注意喚起の）連絡をしました。 

（なお、県、猟友会、古法華自然公園等関係機関にも連絡をして

いる） 
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園）では３０から４０のテントが張られる。熊がいればどう

なると思っている。呼び掛けはしているのか？ 

・情報はどうして知るのか。警察から区長に連絡が入った。

市は警察に連絡をとればいい。区長に報告なかった。「熊？

熊じゃなかった？」回答して頂けないのか？ 

 

 

 

 

今後、熊の出没ケースがあれば農政課に通報頂きたい。 

 

・（結果の）連絡をしなかったことは申し訳ない。 

 

【自衛隊の夜間歩行訓練の情報提供について】 

・自衛隊が青野ヶ原から夜間歩行訓練を行った。その後に警

察に問い合わせたが「知らない」とのことだった。中山町の

入り口で休憩をしていたが、深夜に迷彩服の若い者がバラバ

ラに座っていた。昔、殺人事件もあった。住民は不安がった。

「あれなに？」と聞かれても答えられない。区長に連絡して

頂くように言ってもらいたい。 

・新入隊員の練習歩行だったらしいが、それも調べて回答し

て頂きたい。「全然関係ない」としか聞こえない。 

 

 

ふるさと創造部 

 

・自衛隊が徒歩行進訓練をされるときには、所管の隊長から市長

宛に事前に日時や行進経路などを記載した文書をいただいており

ます。それを受けて、市から行進経路にあたる該当町に毎月の区

長様宛配布文書に合わせて通知させていただいているところで

す。 

今回の件について調べたところ、該当文書の確認ができず、青野

原駐屯地にも問い合わせましたが、特定できないとの回答でした。

今後、市内で訓練等を実施される際には、必ず事前に通知してい

ただくようお願いしました。 

 

【災害時の対応について】 

・案だが、災害時の備蓄について、各企業でも備蓄をしてい

る。イオンとかだけではなく、市で運営（災害対策）するの

なら市で根付いた企業に協力してもらえばいいのではない

か。企業の協力で備蓄してもらい賞味期限がくれば、海外へ

援助することで加西市の評判（ＰＲ）にもなる。 

総務部 ・企業の取組も参考にして検討していきたい。 

 


